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基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価
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基礎地盤の安定性評価
〇将来活動する可能性のある断層等の有無（評価不要）

基準地震動Ｓｓ－３２の追加に伴う影響が無い項目である。

〇地震力に対する基礎地盤の安定性評価（評価を実施）

以下の項目について，基準地震動Ｓｓ－３２の地震力に対して施設の重大事故等に対処するために必要な機

能が重大な影響を受けないことを確認する。

1)基礎地盤のすべり 2)基礎の支持力 3)基礎底面の傾斜

〇周辺地盤の変状による重要施設への影響評価（評価不要）

基準地震動Ｓｓ－３２の追加に伴う影響が無い項目である。

〇地殻変動による基礎地盤の傾斜の影響評価（評価不要）

基準地震動Ｓｓ－３２の追加に伴う影響が無い項目である。

周辺斜面の安定性評価
〇地震力に対する周辺斜面の安定性評価（評価を実施）

基準地震動Ｓｓ－３２の地震力に対して施設の重大事故等に対処するために必要な機能が重大な影響を受け

ないことを確認する。

■ 標準応答スペクトルに基づき策定した地震動（以下「基準地震動Ｓｓ－３２ 」という。）の追加に伴い実施する耐

震重要施設※1及び常設重大事故等対処施設※2の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について，審査ガイド

に準拠し評価する項目を以下に示す。

１．評価方針

今回申請に係る基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価の実施項目

※1 ： 耐震重要度分類Sクラスの機器・系統及びこれらを支持する建物・構築物
※2 ： 常設耐震重要重大事故防止設備及び常設重大事故緩和設備が設置されている重大事故等対処施設（特定重大事故等対処施設を除く）
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■ 評価を実施する項目とした「地震力に対する基礎地盤の安定性評価」及び「地震力に対する周辺斜面の安定性

評価」における評価方法・評価条件は，既許可評価を踏襲し基準地震動Ｓｓ－３２による評価を実施する。

１ ．評価方針

基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価の方法

項目
既許可における

評価方法・評価条件
今回申請における

評価方法・評価条件

評価対象断面※

基礎形式，重量，支持岩盤の傾斜等により代表断面を選定
〇基礎地盤

• 原子炉建屋の直交2断面
• 鉄筋コンクリート防潮堤の汀線直交1断面
• 緊急時対策所の直交2断面
• 取水構造物の汀線平行1断面

〇周辺斜面
• 使用済燃料乾式貯蔵建屋の周辺斜面1断面

既許可の評価方法・評価
条件から変更なし

解析用物性値

• 各種地盤調査・試験結果における平均値を代表値として
設定した。

• ただし，調査及び試験の結果に含まれる不確かさを考慮し，
すべり安全率に対する影響として支配的である強度特性
について，ばらつき（平均－1σ強度）を考慮した評価も併
せて実施した。

既許可の評価方法・評価
条件から変更なし

解析方法

• 地質断面図を基に解析メッシュ図を作成し，二次元等価線
形解析による地震応答解析を実施し，設定したすべり線の
すべり安全率，基礎地盤の支持力及び基礎底面の傾斜を
評価

既許可の評価方法・評価
条件から変更なし
（基準地震動Ｓｓ－３２によ
る評価を実施）

※特定重大事故等対処施設の設計の進捗に伴い，配置図は平成30年6月26日提出の時点から更新した。

（地質断面図等の頁に「検討断面位置」として配置図があるため「平成30年6月26日 提出資料 修正」とした。）
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２ ．基準地震動の概要

基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価に用いる入力地震動（基準地震動Ｓｓ－３２ ）（１／２）

h=0.05

加
速
度
(c
m/
s

2 )

変
位
(cm

100

10
00
0

50
00

50
00

10

20
00

10
00

50
0

50
0

1

20
0

10
0

10
0

0.1

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

速
度

(
c
m/
s)

周 期 (s)

h=0.05

m/
s

2 )

加
速
度
(c
m/
s

変
位
(cm)

100

10
00
0

50
00

50
00

10

20
00

10
00

50
0

50
0

1

20
0

10
0

0.1

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

速
度

(
cm

/s
)

周 期 (s)

h=0.05

m/
s

2 )

加
速
度
(c
m/
s

変
位
(cm)

100

10
00
0

50
00

50
00

10

20
00

10
00

50
0

50
0

1

20
0

10
0

0.1

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10

速
度

(
cm
/s

)

周 期 (s)

■基準地震動Ｓｓ－３２について，既許可の全ての基準地震動と合わせて下記に示す。

Ｓｓ－D１ 応答スペクトル手法による基準地震動

Ｓｓ－１１ F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点1）

Ｓｓ－１２ F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点2）

Ｓｓ－１３ F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点3）

Ｓｓ－１４ F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震（断層傾斜角の不確かさ，破壊開始点2）

Ｓｓ－２１ 2011年東北地方太平洋沖型地震（短周期レベルの不確かさ）

Ｓｓ－２２ 2011年東北地方太平洋沖型地震（SMGA位置と短周期レベルの不確かさの重畳）

Ｓｓ－３１ 2004年北海道留萌支庁南部地震の検討結果に保守性を考慮した地震動

Ｓｓ－３２ 標準応答スペクトルに基づき策定した地震動

NS方向 EW方向 UD方向

第1134 回審査会合

資料１ 修正
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２ ．基準地震動の概要

基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価に用いる入力地震動（基準地震動Ｓｓ－３２ ）（２／２）

基準地震動
最大加速度（cm/s2）

NS方向 EW方向 UD方向

Ｓｓ－D１ 応答スペクトル手法による基準地震動 870 560

Ｓｓ－１１
F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点1）

717 619 579

Ｓｓ－１２
F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点2）

871 626 602

Ｓｓ－１３
F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震
（短周期レベルの不確かさ，破壊開始点3）

903 617 599

Ｓｓ－１４
F１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層による地震
（断層傾斜角の不確かさ，破壊開始点2）

586 482 451

Ｓｓ－２１
2011年東北地方太平洋沖型地震
（短周期レベルの不確かさ）

901 887 620

Ｓｓ－２２
2011年東北地方太平洋沖型地震
（SMGA位置と短周期レベルの不確かさの重畳）

1009 874 736

Ｓｓ－３１ 2004年北海道留萌支庁南部地震の検討結果に保守性を考慮した地震動 610 280

Ｓｓ－３２ 標準応答スペクトルに基づき策定した地震動 829 499

■基準地震動Ｓｓの最大加速度の一覧を示す。

第1134 回審査会合

資料１ 再掲
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３ ．解析用物性値

解析用物性値一覧表（地盤改良体）

項目
地盤改良体（セメント混合系）

設定根拠
Ａ：緊急時対策所建屋 Ｂ：取水構造物

物
理
特
性

密度
ρt(g/cm

3)
改良対象の原地盤の平均密度×1.1 改良対象の原地盤の平均密度×1.1

既設改良体のコアによる密度試験に基づき係数
（×1.1）を設定

静
的
変
形
特
性

静弾性係数
（N/mm2）

581 581
既設改良体を模擬した再構成試料による一軸圧縮試験
に基づき設定

動

的

変

形

特

性

初期せん断
剛性

G0（N/mm2）

G0 = ρt / 1000 × Vs2

Vs = 147.6 × qu
0.417（m/s）

qu = 51.0（kgf/cm2）
qu：設計用一軸圧縮強さ

G0 = ρt / 1000 × Vs2

Vs = 147.6 × qu
0.417（m/s）

qu = 40.8（kgf/cm2）
qu：設計用一軸圧縮強さ

文献(※)より「一軸圧縮強さqu～せん断波速度Vs」
の関係式を引用し設定

動ポアソン比
νd

0.431 0.431 既設改良体のPS検層に基づき設定

動せん断弾性係数
のひずみ依存性

G/G0～γ

既設改良体を模擬した再構成試料による動的変形試験
に基づき，H-Dモデルにて設定

減衰定数
h～γ

既設改良体を模擬した再構成試料による動的変形試験
に基づき，H-Dモデルにて設定

強
度
特
性

ピーク強度
Cu(N/mm

2)
1.44 P + 1.76 1.44 P + 1.76

既設改良体を模擬した再構成試料による三軸圧縮試験
（CU条件）に基づき設定

残留強度
τ0(N/mm

2)
1.44 P + 0.808 1.44 P + 0.808

■ 地盤改良体の物性値については，対象施設毎に計画している地盤改良の設計用一軸圧縮強さに基づき，

以下のように設定する。

（※）：地盤工学への物理探査技術の適用と事例（地盤工学会，2001），わかりやすい土木技術 ジェットグラウト工法（鹿島出版社 柴崎ら，1983）

γ/0.0005371

1
G/G0

γ/0.0005371

1
G/G0

γ/0.0005371

γ/0.000537
0.152h

γ/0.0005371

γ/0.000537
0.152h

平成30年6月26日
提出資料 再掲
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■ すべり安全率は，評価基準値1.5以上であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

基礎地盤のすべり（原子炉建屋 EW断面）

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
4.0

（正，逆）
〔53.80〕

Ss-11
8.0

〔25.58〕

Ss-12
7.4

〔27.94〕

Ss-13
7.9

〔25.17〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
9.8

〔28.75〕

Ss-21
7.8

〔65.86〕

Ss-22
6.7

〔72.93〕

Ss-31
3.9

（正，正）
〔8.64〕

Ss-32
5.7

（逆，逆）
〔9.04〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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■ すべり安全率は，評価基準値1.5以上であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

基礎地盤のすべり（原子炉建屋（ＮＳ断面））

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
3.8

（正，逆）
〔53.80〕

Ss-11
9.1

〔69.53〕

Ss-12
5.4

〔31.54〕

Ss-13
5.7

〔28.76〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
7.0

〔31.69〕

Ss-21
5.4

〔66.18〕

Ss-22
5.2

〔74.15〕

Ss-31
3.4

（逆，正）
〔8.63〕

Ss-32
4.5

（逆，逆）
〔9.96〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

基礎地盤のすべり（緊急時対策所建屋（ＥＷ断面））

■ すべり安全率は，評価基準値1.5以上であることを確認した。

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
5.3

（正，正）
〔53.90〕

Ss-11
9.7

〔25.60〕

Ss-12
8.8

〔28.85〕

Ss-13
8.9

〔26.07〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
9.4

〔28.94〕

Ss-21
8.4

〔71.41〕

Ss-22
8.3

〔76.30〕

Ss-31
4.4

（逆，正）
〔8.75〕

Ss-32
6.1

（正，逆）
〔9.98〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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■ すべり安全率は，評価基準値1.5以上であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

基礎地盤のすべり（緊急時対策所建屋（ＮＳ断面））

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
4.8

（正，正）
〔53.89〕

Ss-11
10.7

〔69.53〕

Ss-12
6.5

〔31.54〕

Ss-13
6.9

〔28.75〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
8.3

〔31.71〕

Ss-21
6.7

〔66.21〕

Ss-22
7.0

〔71.88〕

Ss-31
4.2

（逆，正）
〔8.74〕

Ss-32
5.6

（正，逆）
〔9.99〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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■ すべり安全率は，評価基準値1.5以上であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

基礎地盤のすべり（取水構造物（汀線平行断面）（岩盤傾斜に沿ったすべり））

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
7.5

（逆，逆）
〔23.04〕

Ss-11
11.1

〔68.52〕

Ss-12
8.3

〔31.50〕

Ss-13
8.5

〔28.72〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
11.5

〔29.78〕

Ss-21
8.4

〔66.26〕

Ss-22
10.6

〔92.27〕

Ss-31
7.7

（正，正）
〔9.35〕

Ss-32
5.9

（逆，正）
〔10.03〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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評価対象断面
及び地震動

すべり面形状
すべり安全率

〔平均－１σ強度〕
（赤線）

基礎底面以深の
基礎岩盤の

すべり安全率
〔平均－１σ強度〕

（青線）

原子炉建屋
EW断面

【Ss-31（正，正）】

3.2
〔8.64〕

3.1
〔8.62〕

原子炉建屋
NS断面

【Ss-31（逆，正）】

2.8
〔8.63〕

2.7
〔8.63〕

※基準地震動の（逆，正）は，水平反転を示す。

※〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

■地盤物性の強度のばらつきとして設定した「平均－１σ強度」及び基礎底面以深の基礎岩盤のすべり安全率に

ついて評価した結果，すべり安全率は評価基準値1.5以上であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

地盤物性のばらつき等を考慮したすべり（原子炉建屋）
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４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

地盤物性のばらつき等を考慮したすべり（防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）[北側]）

評価対象断面
及び地震動

すべり面形状
すべり安全率

〔平均－１σ強度〕
（赤線）

基礎底面以深の
基礎岩盤の

すべり安全率
〔平均－１σ強度〕

（青線）

防潮堤
（鉄筋コンクリート防潮壁）[北側]

汀線直交断面
【Ss-32（正，正）】

10.4
〔10.16〕

2.7
〔10.15〕

※〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

■地盤物性の強度のばらつきとして設定した「平均－１σ強度」及び基礎底面以深の基礎岩盤のすべり安全率に

ついて評価した結果，すべり安全率は評価基準値1.5以上であることを確認した。
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評価対象断面
及び地震動

すべり面形状
すべり安全率

〔平均－１σ強度〕
（赤線）

基礎底面以深の
基礎岩盤の

すべり安全率
〔平均－１σ強度〕

（青線）

緊急時対策所建屋
EW断面

【Ss-31（逆，正）】

3.3
〔8.75〕

3.2
〔8.72〕

緊急時対策所建屋
NS断面

【Ss-31（逆，正）】

3.2
〔8.74〕

3.0
〔8.72〕

※基準地震動の（逆，正）は，水平反転を示す。

※〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．３．基礎地盤のすべり

地盤物性のばらつき等を考慮したすべり（緊急時対策所建屋）

■地盤物性の強度のばらつきとして設定した「平均－１σ強度」及び基礎底面以深の基礎岩盤のすべり安全率に

ついて評価した結果，すべり安全率は評価基準値1.5以上であることを確認した。
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■ 地震時最大鉛直力度は，評価基準値（極限支持力度）を超えていないことを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．４ 基礎の支持力

基礎の支持力評価（原子炉建屋）

評価対象断面
及び地震動

評価基準値
（N/mm2）

地震時最大鉛直力度（N/mm2）

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

原子炉建屋
EW断面

4.5
1.45

（逆，正）
〔53.85〕

1.04
〔25.61〕

1.12
〔29.54〕

1.11
〔26.74〕

1.04
〔29.05〕

1.11
〔72.59〕

1.25
〔83.77〕

1.64
（正，正）
〔8.67〕

1.38
（逆，逆）
〔8.76〕

原子炉建屋
NS断面

4.5
1.50

（正，正）
〔53.83〕

1.21
〔25.41〕

1.19
〔29.56〕

1.15
〔26.78〕

1.13
〔31.68〕

1.27
〔62.66〕

1.39
〔70.77〕

1.62
（逆，正）
〔8.66〕

1.40
（正，逆）
〔8.76〕

※ は，地震時最大鉛直力度の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。
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４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．４ 基礎の支持力

基礎の支持力評価（緊急時対策所建屋）

■ 地震時最大鉛直力度は，評価基準値（極限支持力度）を超えていないことを確認した。

※ は，地震時最大鉛直力度の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

評価対象断面
及び地震動

評価基準値
（N/mm2）

地震時最大鉛直力度（N/mm2）

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

緊急時対策所建屋
EW断面

中堀り工法の式 5.4
1.69

（逆，逆）
〔44.32〕

1.61
〔25.41〕

1.67
〔29.56〕

1.66
〔26.78〕

1.58
〔29.77〕

1.61
〔68.27〕

1.62
〔69.43〕

1.47
（逆，正）
〔8.76〕

1.62
（正，正）
〔15.46〕

緊急時対策所建屋
NS断面

中堀り工法の式 5.4
1.58

（正，逆）
〔44.32〕

1.46
〔24.67〕

1.51
〔29.56〕

1.51
〔26.78〕

1.45
〔29.77〕

1.50
〔67.19〕

1.53
〔73.26〕

1.37
（逆，正）
〔8.75〕

1.51
（逆，正）
〔15.46〕
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４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．４ 基礎の支持力

基礎の支持力評価（防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）[北側]・取水構造物）

■ 地震時最大鉛直力度は，評価基準値（極限支持力度）を超えていないことを確認した。

評価対象断面
及び地震動

評価基準値
（N/mm2）

地震時最大鉛直力度（N/mm2）

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

防潮堤（鉄筋コンク
リート防潮壁）[北側]

汀線直交断面
7.7

2.09
（正，逆）
〔44.30〕

1.91
〔24.65〕

1.95
〔29.54〕

1.94
〔26.76〕

1.87
〔29.74〕

2.01
〔69.27〕

2.07
〔69.41〕

2.07
（正，正）
〔8.80〕

2.55
（正，逆）
〔10.03〕

※ は，地震時最大鉛直力度の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

評価対象断面
及び地震動

評価基準値
（N/mm2）

地震時最大鉛直力度（N/mm2）

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

取水構造物
汀線平行断面

打込み工法の式 6.4
1.31

（逆，逆）
〔44.32〕

1.22
〔24.65〕

1.24
〔29.55〕

1.23
〔26.77〕

1.16
〔29.75〕

1.27
〔72.61〕

1.27
〔69.42〕

1.08
（逆，正）
〔9.55〕

1.26
（逆，正）
〔15.46〕

※ は，地震時最大鉛直力度の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる地震時最大鉛直力度を記載。



37

■ 地震時の基礎底面の傾斜は，許容値の目安である1／2,000以内であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．５ 基礎底面の傾斜

基礎底面の傾斜（原子炉建屋）

※ は，最大相対変位及び最大傾斜の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

評価対象断面
及び地震動

最大傾斜の
許容値の目安

上段：最大相対変位（cm），下段：最大傾斜

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

原子炉建屋
EW断面

1／2,000

2.66
（正，正）
〔53.87〕

0.94
〔25.65〕

1.12
〔27.99〕

1.04
〔25.22〕

0.70
〔28.83〕

0.98
〔66.18〕

1.51
〔76.29〕

3.39
（正，正）
〔8.69〕

1.97
（正，正）
〔8.80〕

1／2,562 1／7,284 1／6,099 1／6,581 1／9,820 1／6,993 1／4,532 1／2,011 1／3,473

原子炉建屋
NS断面

1／2,000

1.18
（正，正）
〔53.85〕

0.35
〔23.86〕

0.62
〔30.32〕

0.54
〔27.54〕

0.51
〔29.91〕

0.80
〔61.91〕

0.74
〔67.14〕

1.35
（逆，正）
〔8.66〕

1.05
（逆，正）
〔8.77〕

1／5,790 1／19,594 1／10,992 1／12,737 1／13,474 1／8,590 1／9,202 1／5,065 1／6,504
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■ 地震時の基礎底面の傾斜は，許容値の目安である1／2,000以内であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．５ 基礎底面の傾斜

基礎底面の傾斜（緊急時対策所建屋）

※ は，最大相対変位及び最大傾斜の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

評価対象断面
及び地震動

最大傾斜の
許容値の目安

上段：最大相対変位（cm），下段：最大傾斜

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

緊急時対策所建屋
EW断面

1／2,000

1.02
（正，逆）
〔53.95〕

0.32
〔25.72〕

0.38
〔28.04〕

0.38
〔26.04〕

0.27
〔28.89〕

0.45
〔68.91〕

0.69
〔73.09〕

1.43
（逆，正）
〔8.76〕

0.85
（逆，正）
〔8.86〕

1／3,479 1／11,070 1／9,359 1／9,388 1／13,209 1／7,859 1／5,136 1／2,487 1／4,190

緊急時対策所建屋
NS断面

1／2,000

1.28
（正，逆）
〔53.96〕

0.26
〔26.47〕

0.41
〔30.04〕

0.39
〔30.13〕

0.37
〔28.64〕

0.85
〔62.02〕

0.81
〔74.30〕

1.50
（正，正）
〔8.78〕

0.98
（逆，正）
〔8.87〕

1／2,957 1／14,578 1／9,148 1／9,768 1／10,060 1／4,412 1／4,643 1／2,521 1／3,846
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■ 地震時の基礎底面の傾斜は，許容値の目安である1／2,000以内であることを確認した。

４ ．基礎地盤の安定性評価 ４．５ 基礎底面の傾斜

基礎底面の傾斜（取水構造物）

※ は，最大相対変位及び最大傾斜の最大値を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）の組合せのうち最大となる最大相対変位及び最大傾斜を記載。

評価対象断面
及び地震動

最大傾斜の
許容値の目安

上段：最大相対変位（cm），下段：最大傾斜

Ss-D1 Ss-11 Ss-12 Ss-13 Ss-14 Ss-21 Ss-22 Ss-31 Ss-32

取水構造物
汀線平行断面

1／2,000

1.07
（正，逆）
〔20.26〕

0.42
〔28.27〕

0.55
〔31.06〕

0.52
〔28.60〕

0.45
〔28.73〕

1.05
〔66.81〕

0.77
〔72.32〕

1.30
（正，正）
〔9.25〕

1.36
（正，正）
〔9.37〕

1／3,861 1／9,783 1／7,478 1／7,870 1／9,124 1／3,926 1／5,354 1／3,177 1／3,028
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■ すべり安全率は，評価基準値1.2以上であることを確認した。

５ ．周辺斜面の安定性評価

周辺斜面のすべり安定性評価結果

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-D1
5.6

（逆，正）
〔53.87〕

Ss-11
9.5

〔25.65〕

Ss-12
9.1

〔27.99〕

Ss-13
9.7

〔25.22〕

基準地震動 すべり面形状 すべり安全率

Ss-14
13.4

〔31.51〕

Ss-21
9.6

〔69.16〕

Ss-22
8.9

〔83.77〕

Ss-31
5.1

（正，正）
〔8.66〕

Ss-32
6.9

（正，正）
〔9.11〕

※ は，最小すべり安全率を示す。

※ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

※ Ss-D1は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。

※ Ss-31は水平反転を考慮し，（正，正），（逆，正）の組合せのうち最小となる

すべり安全率を記載。

※ Ss-32は水平・鉛直反転を考慮し，（正，正），（正，逆），（逆，正），（逆，逆）

のうち最小となるすべり安全率を記載。
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※〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。

評価対象断面
及び地震動

すべり面形状
すべり安全率
〔平均強度〕

すべり安全率
〔平均－１σ強度〕

使用済燃料乾式貯蔵建屋斜面
【Ss-31（正，正）】

5.1
〔8.66〕

3.9
〔8.66〕

■ 地盤物性の強度のばらつきとして設定した「平均－１σ強度」を考慮した評価の結果，すべり安全率は評価基準

値1.2以上であることを確認した。

５ ．周辺斜面の安定性評価

周辺斜面のすべり（強度のばらつき評価）安定性評価結果
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基礎地盤の安定性評価
〇地震力に対する基礎地盤の安定性評価

以下の項目について，地震力に対して施設の重大事故等に対処するために必要な機能が重大な影響を受けな

いことを確認した。

1)基礎地盤のすべり 2)基礎の支持力 3)基礎底面の傾斜

周辺斜面の安定性評価
〇地震力に対する周辺斜面の安定性評価

地震力に対して施設の重大事故等に対処するために必要な機能が重大な影響を受けないことを確認した。

６．まとめ

基準地震動Ｓｓ－３２による検討結果
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【参考資料】

①：基礎地盤の安定性評価の代表施設の選定について

②：地殻変動による基礎地盤の傾斜の影響評価

③：基礎地盤の安定性評価におけるすべり面検索方針について

④：周辺斜面の安定性評価の代表断面の選定及びすべり面検索方針について

⑤：基礎底面の傾斜の評価方針について
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【参考資料②】地殻変動による基礎地盤の傾斜の影響評価

評価方針

■ 敷地内及び敷地近傍には活断層が確認されていないことから，地震発生に伴う地殻変動により施設が重

大な影響を受けることはないと考えられるが，基準地震動及び基準津波として採用された震源及び波源

モデルに対し評価を行う。

■ 上記の震源及び波源モデルとしては，「敷地周辺の活断層」及び「日本海溝沿いのプレート境界」があ

る。

基準地震動 基準津波

敷地周辺の活断層
F1断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層
の同時活動

－
（発生する津波の規模が小さいため，基準津
波の対象としていない。）

日本海溝沿いの
プレート境界

東北地方太平洋沖型の地震 茨城県沖から房総沖に想定する津波波源

評価対象となる震源および波源モデル

■ 基礎地盤の傾斜は，食い違いの弾性論（Okada(1992)）に基づく解析から求まる地盤の変形より算出する。

■ 評価対象施設は，施設の規模等を考慮し「原子炉建屋」，「緊急時対策所建屋」とする。

■ 評価基準値は，地震時と同様に1／2,000とする。

平成30年6月26日
提出資料 再掲
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【参考資料⑤】基礎底面の傾斜の評価方針について

基礎底面の傾斜（評価方針）

■ 二次元等価線形全応力解析による鉛直変位から求められる基礎底面の傾斜について，基本設計段階の目安

値（1/2,000）との比較を行う。

対象施設※ 最大傾斜の
許容値の目安

備考

原子炉建屋
緊急時対策所建屋

取水構造物
1/2,000

審査ガイドの目安値（基本設計段階の目安値）：
一般建築物の構造的な障害が発生する限界（亀裂の発生率，
発生区間等により判断）

原子炉建屋等

底面幅 L

δBY

δAY

常時 

 地震時

※代表施設のうち防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）[北側]については，傾斜

が問題となるような構造物ではないことから，本評価を省略する。

平成30年6月26日
提出資料 再掲


